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轟を㌔適確嘩線碍整合捧でぁる曹　韓融資党顧用の塩竃噂セ
イルにおいては，室温では問題にならない鞋唯のわずかな

摩擦発熱によ琴温度上昇を生じ首　題電導障壁韓が常憶噂転

韓すろ．これは．超電韓コイルが使用される沫棒ヘリウム

環壇和正慧弼覇ような塵乾湿下で乱射和昭鞄電導率や比熱が
室温中の砥に比べて極端に低下するためである．ここで，

SUSコ16lノ製のコイルケースと絶緑相（【三しR50）との問にわず
かなゆるみや変形が生じれば，すべりや麗嶋の振鞄により

容易に摩擦発熱が生じ，著しい魁庇上昇が起こり．掛寵尊

汰健を失わせコイル破壊の原園になるり．

この様な韓械杓不安定性を取り除宅ために撃　セイ井草叫

スと鮭鯨柑の接触沌了剛性について十分に把鞘し、適切な締

め付け力を設定する必要がある．そこで，液体ヘリウムに

比べて安価で扱いやすい液体盤楽を用いて，SUSヨi6Lとlミレ

呂50の液体琶誅噂鳩下（7了K）における接触涌洞憎二についてソニ
験的に検討した．

2．実験方法

醐描線宮睦摘出儲諸瑚油紙削姻脾緋細佳㈲
その寸法と形状を阿1に示す．粟験装掛ま，磁性体と出師蘭

を娩出する近接センサ（i三2C八一XIR5A‥オムロン株）を小心如

上に有し撃試験片の最上商と最下繭の細対変位を試験片中

心を賢くロッドを介して抽出ける．その概輪を阿コに′Jこす．

丈験は，三枚のSUS316L試験片で1枚のぎミレ850試験パをは

さみ，変位計にセットしたものを液体架痛を満たした容器

に浸して行い、さらに液面を制御することによって、試験

片温度を一定に保つようにした．試験片の敵艦は、

SUS316Lに溶接した熟電対（0肌a偶Au－‡ごe vs．Chr別－－叫を川

いて測定した・まず一定の帆」三速度で設定注力（帥MPa）まで
負荷し管3秒間保韓した径昏同じ韓庄遠腰摩儲偏する鏑　蓮毎

にその状態をl分間保持した．この過程を4－5回与えた．
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リシスが明確に現れている．また，担掴は，阿3より垂湛圧
力と剛性碍閏韓を求めたも碍で轟凱　ま回目碍蜜聾繹碍剛性佳

ユl草け葦以降の剛性よりも低く，どの曲線もほ力の椚側に作っ

竃山荘倍臆漸近♭で韓宅碍が分かる蛭　間学　費担言碍楽観臆

よって求められた剛件の伍は，軍鮎坤の湖に比べて約凱閻
捏腱満いことが分かった．

数寄分子薄膜に歳る佳触状態碍評価

春闘兜で佳管接触状態の蜜穂と剛性瑚肇操を抱崩ずるた

めに替　轟分子薄儀麿招い文官　際」摘佳凍鹿割縦成層髄脳凍
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